A Sociological Consideration on Economic Development in Underdeveloped Areas by 中野 正大
低開発地域における経済発展の社会学的考察
中野正大
A Sociological Consideration on Economic





















つの<政治的装置> political apparatusないしは<政治的物体> political bodyであって,実
際にそれを動かし,操作するのは,いうまでもなく, <政治エリート> political eliteない
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とができる.すなわち, (1)目標確定機能goal specification function,つまり,確定された
目的のセットを中心に資源を組織化すること. (2)制度的統一機能institutional coherence
function,つまり,ある社会内での多岐に分れたる役割(例えば,伝統的な役割と近代的な役






































































E. E.ヘイゲンやJ. J.スペングラ-も指摘しているように, <従属集団> subordinated
groupないしは<中間階級>にあるため,その社会の階層体系において,上層と下層との問
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題やそれの配置といったこと,さらには政党の問題等が考えられる.
D. Apter, The Politics of Modernization (1965) p. 222
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革新ということは, <ある経済的に新しいもの^> something economically newであって,技術的
に新しいものという意味ではない.従って,一例をとるならば,低開発地域における市場は,これ
まで輸入品によって供給されてきたのが,その市場に供給するために,国内に新しく工場を設立す
る場合,まさにこのこと自体が革新に他ならないわけである. cf. D. Rimmer, "Schumpeterand
the Underdeveloped Countries," Quarterly Journal of Economics Vol. LXXV (August,
1961) pp. 422・-450
69 R. P. Dore,†on the Impossibility and Understanding of a Theory of Modernization,'武
田清子編『比較近代化論』 (1970)所収p. 214
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〔付記〕
本稿は,関西社会学会(昭和45年5月25日竜谷大学)における報告をもとに書かれたものである.
(昭和46年9月30日受理)
